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○長井市民文化会館条例 
昭和４９年９月３０日 

長井市条例第４５号 

改正 昭和５１年３月２６日条例第９号 

昭和５３年３月３０日条例第７号 

昭和５４年１０月１日条例第２７号 

昭和５８年３月３０日条例第７号 

昭和５９年１２月２５日条例第２１号 

平成元年３月２７日条例第１０号 

平成９年３月２５日条例第１１号 

平成１２年３月２４日条例第１３号 

平成１６年３月２５日条例第３号 

平成２２年９月２４日条例第２１号 

平成２６年３月３１日条例第１１号 

令和２年６月２２日条例第２５号 

令和３年３月２３日条例第１号 

令和３年９月３０日条例第１９号 

（目的） 

第１条 この条例は、市民の文化及び教養の向上と福祉の増進を図るため、地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第１項の規定により市民文化会

館の設置管理及び使用等に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置、名称、及び位置） 

第２条 前条の目的を達成するため、市民文化会館を設置し、その名称及び位置は

次のとおりとする。 

長井市民文化会館 長井市館町北５番１０号 
（昭５９条例２１・一部改正） 

（職員） 

第３条 長井市民文化会館（以下「会館」という。）に次の職員を置く。 

（１） 館長 

（２） その他必要な職員 

（使用の許可） 

第４条 会館を使用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなければなら

ない。 

２ 市長は、前項の許可に会館の管理上必要な条件を付すことができる。 
（令３条例１・一部改正） 

（使用の不許可） 

第５条 市長は、会館の使用目的使用方法等が次の各号の一に該当するときは、使

用の許可をしてはならない。 

（１） 社会の秩序をみだし、又は公益を害するおそれがあるとき。 

（２） 建物又は附属設備若しくは備付物件を損傷するおそれがあるとき。 

（３） その他会館の管理上適当でないと認めるとき。 
（令３条例１・一部改正） 

（目的外使用等の禁止） 

第６条 第４条の規定により使用の許可を受けた者は、許可を受けた目的以外に使

用し、若しくは転貸し、又は使用の権利を譲渡してはならない。 

（使用等の停止、取消等） 

第７条 市長は、第４条の規定による許可を受けた者が次の各号の一に該当すると

きは、当該許可に付した条件を変更し、若しくは使用を停止し、又は当該許可を

取り消すことができる。 

（１） この条例又は、この条例に基づく規則等に違反したとき。 
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（２） 偽り、その他不正の行為により使用の許可を受けたとき。 

（３） 使用の許可に付した条件に違反したとき。 
（令３条例１・一部改正） 

（損害賠償等） 

第８条 使用の許可を受けた者は、建物又は附属設備若しくは、備付の物件を汚損

し若しくはき損し、又は減失したときは市長の指示するところにより原状に回復

し、又は損害を賠償しなければならない。 
（令３条例１・一部改正） 

（使用料） 

第９条 使用料は、別表のとおりとする。 

２ 使用料は、会館の使用の許可を受けた者又は附属設備の利用者（以下「使用者

等」という。）から、使用の許可を与えたときに徴収する。ただし、市長は、特

別の理由があると認めるときは、後納させることができる。 
（平元条例１０・全改、平９条例１１・平１６条例３・一部改正） 

（使用料の減免） 

第１０条 市長は、公益上特に必要があると認めたときは、前条の使用料を減免す

ることができる。 

（使用料の還付） 

第１１条 既納の使用料は還付しない。ただし次の各号の一に該当する場合は、そ

の全部又は一部を還付することができる。 

（１） 使用者等の責によらない理由により、使用することができなくなったと

き。 

（２） 使用者等が相当と認められる理由により使用開始前１０日までに使用の

取消し、又は使用内容の変更を求め市長がこれを承認したとき。 

（入館の制限） 

第１２条 市長は、次の各号の一に該当する者に対しては入館を拒絶し、又は退館

を命ずることができる。 

（１） 伝染性の病気にかかり、又は精神に異常があると認める者 

（２） 他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑となる物品若しくは動物の類を携

行する者 

（３） 公の秩序又は善良な風俗をみだすおそれがあると認める者 

（４） その他会館の管理上、支障があると認める者 
（令３条例１・一部改正） 

（運営審議会） 

第１３条 会館に長井市民文化会館運営審議会（以下「審議会」という。）を置

く。 

２ 審議会は、市長の諮問に応じ次の事項を審議する。 

（１） 会館の運営に関すること。 

（２） 会館の事業計画に関すること。 

（３） その他必要な事項に関すること。 

３ 審議会は委員１２名以内をもって組織する。 

４ 委員の任期は２年とし再任を妨げない。ただし、補欠委員の任期は前任者の残

任期間とする。 
（令３条例１・一部改正） 

（指定管理者による管理） 

第１４条 市長は、会館の設置の目的を効果的に達成するために必要と認めるとき

は、地方自治法第２４４条の２第３項に規定する指定管理者（以下「指定管理
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者」という。）に会館の管理を行わせることができる。 

２ 前項の規定により指定管理者が行う業務は、次のとおりとする。 

（１） 会館が行う事業の企画及び実施に関する業務 

（２） 会館の使用の許可及び入館の制限に関する業務 

（３） 会館の施設及び設備の維持管理に関する業務 

（４） 前各号に掲げるもののほか、市長が特に認める業務 

３ 指定管理者が前項の業務を行う場合における第４条、第５条、第７条及び第１

２条の適用については、これらの規定中「市長」とあるのは、「指定管理者」と

する。 
（平２２条例２１・追加、令３条例１・一部改正） 

（利用料金） 

第１５条 前条第１項の規定により、会館の管理を指定管理者に行わせる場合にお

いて、使用者等は、第９条の規定にかかわらず、使用に係る料金（以下「利用料

金」という。）を指定管理者に支払わなければならない。 

２ 市長は、指定管理者に、利用料金を当該指定管理者の収入として収受させるも

のとする。 

３ 利用料金の額は、別表に定める額を上限として、指定管理者が定める。この場

合において、指定管理者は、あらかじめ当該利用料金の額について、市長の承認

を受けなければならない。 

４ 第１項及び第２項の場合における第１０条及び第１１条の適用については、こ

れらの規定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、「使用料」とあるのは「利

用料金」とする。 
（平２２条例２１・追加） 

（委任） 

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 
（平２２条例２１・旧第１４条繰下、令３条例１・一部改正） 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、昭和４９年１０月１日から施行する。 

（供用開始） 

２ 前項の規定にかかわらず会館の供用開始は告示で定めた日からとする。 

附 則（昭和５１年３月２６日条例第９号） 

この条例は、昭和５１年４月１日から施行する。 

附 則（昭和５３年３月３０日条例第７号） 

この条例は、昭和５３年４月１日から施行する。 

附 則（昭和５４年１０月１日条例第２７号） 

この条例は、昭和５４年１０月１日から施行する。 

附 則（昭和５８年３月３０日条例第７号） 

この条例は、昭和５８年４月１日から施行する。 

附 則（昭和５９年１２月２５日条例第２１号） 

この条例は、公布の日から施行し、昭和５９年１２月３日から適用する。 

附 則（平成元年３月２７日条例第１０号） 

この条例は、平成元年４月１日から施行する。 

附 則（平成９年３月２５日条例第１１号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成９年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の長井市民文化会館条例の規定は、この条例の施行の日以後において許可する市民文

化会館の使用に係る使用料について適用し、同日前において許可した市民文化会館の使用に係る使用料につい

ては、なお従前の例による。 

附 則（平成１２年３月２４日条例第１３号） 

この条例は、平成１２年４月１日から施行する。 

附 則（平成１６年３月２５日条例第３号） 
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（施行期日） 

１ この条例は、平成１６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の長井市民文化会館条例及び長井市都市公園条例の規定は、この条例の施行の日以後

に申請を受理するものから適用し、同日前までに長井市民文化会館条例及び長井市都市公園条例により申請を

受理したものについては、なお従前の例による。 

附 則（平成２２年９月２４日条例第２１号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２６年３月３１日条例第１１号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の長井市民文化会館条例の規定にかかわらず、施行日前において使用の許可を受け、

その使用が施行日以後となる場合における使用料の額については、なお従前の例による。 

附 則（令和２年６月２２日条例第２５号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（令和３年３月２３日条例第１号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、令和３年５月１日から施行する。 

別表（第１０条関係） 
（令２条例２５・全改、令３条例１９・一部改正） 

単位：円 
区分 基本使用料 超過使用

料 

暖房料 

冷房料 （午前） 

９時から１２

時まで 

（午後） 

１２時から１

７時まで 

（夜間） 

１７時から２

２時まで 

（全日） 

９時から２

２時まで 

ホール 平日 ８，８００ １２，１００ １６，５００ ３６，３０

０ 

１時間に

つき区分

ごと基本

使用料の

３０％ 

１時間につき

４，４００円 

土曜日・日

曜日及び休

日 

１１，０００ １６，５００ ２２，０００ ４６，２０

０ 

展示室 １ ４８０ ５９０ ７００ １，７５０ 区分ごと基本

使用料の５

０％ 

２ ３７０ ４８０ ５９０ １，４１０ 

楽屋 １ ４５０ ５７０ ７８０ １，７７０ 

２ １５０ ２６０ ４８０ ８７０ 

和室 ６５０ ７６０ ９７０ ２，２００ 

ホワイエ １，３１０ １，５３０ １，７５０ ４，４００ 

会議室 １・２・

３・和室 

３１０ ４３０ ５３０ １，３１０ 

中 ４３０ ５３０ ６５０ １，６３０ 

大 １，３１０ １，５３０ １，７５０ ４，４００ 

談話室 １・２ ３１０ ４３０ ５３０ １，３１０ 

フリース

ペース 

１ ３１０ ４３０ ５３０ １，３１０ 

２ １５０ ２６０ ４８０ ８７０ 

備考 

１ 使用者が会費、入場料その他名称を問わず入場者から領収すべきその対価

（以下「入場料」という。）を徴収する場合の使用料は、次の表の左欄に定

める入場料の区分に応じ、それぞれ右欄に定める額を基本使用料に加算した

額とする。ただし、入場料に段階があるときは、その最高額を基準とする。 
１人１回当たりの入場料 加算する額 

５００円以下のとき 基本使用料の２０％に相当する額 

５００円を超え１，０００円以下のとき ３０％ 

１，０００円を超え２，０００円以下のとき ５０％ 
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２，０００円を超え３，０００円以下のとき １００％ 

３，０００円を超えるとき １２０％ 

２ 各室等を営利又は商業宣伝その他これに類する目的で使用する場合の使用

料は、次の表に定める額とする。 

単位：円 
区分 基本使用料 暖房料 

冷房料 （午前） 

９時から１２

時まで 

（午後） 

１２時から１

７時まで 

（夜間） 

１７時から２

２時まで 

（全日） 

９時から２２

時まで 

市内居住

者が使用

する場合 

ホール 平日 １３，２００ ２２，０００ ２６，４００ ５２，８００ １時間に

つき４，

４００円 

土曜日・日

曜日及び休

日 

１６，５００ ２７，５００ ３３，０００ ６６，０００ 

展示室 １ ７，２５０ ８，９００ １０，５５０ ２５，７３０ 区分ごと

基本使用

料の５

０％ 

２ ４，８３０ ５，９３０ ７，０３０ １７，１５０ 

ホワイエ １２，１００ １４，８３０ １７，６００ ４２，９００ 

会議室 １・２・

３・和室 

３，０１０ ４，１１０ ６，０３０ １２，１００ 

中 ６，０３０ ７，１３０ ８，８００ ２０，９００ 

大 １２，１００ １４，８３０ １７，６００ ４２，９００ 

談話室 １・２ ３，０１０ ４，１１０ ６，０３０ １２，１００ 

フリース

ペース 

１ ３，０１０ ４，１１０ ６，０３０ １２，１００ 

２ １，５００ ２，０５０ ３，０２０ ６，０５０ 

市外居住

者が使用

する場合 

ホール 平日 ２６，４００ ４４，０００ ５２，８００ １０５，６０

０ 

１時間に

つき４，

４００円 土曜日・日

曜日及び休

日 

３３，０００ ５５，０００ ６６，０００ １３２，００

０ 

展示室 １ １４，５１０ １７，８１０ ２１，１１０ ５１，４７０ 区分ごと

基本使用

料の５

０％ 

２ ９，６７０ １１，８７０ １４，０７０ ３４，３１０ 

ホワイエ ２４，２００ ２９，７００ ３５，２００ ８５，８００ 

会議室 １・２・

３・和室 

６，０３０ ８，２３０ １２，１００ ２４，２００ 

中 １２，１００ １４，３００ １７，６００ ４１，８００ 

大 ２４，２００ ２９，７００ ３５，２００ ８５，８００ 

談話室 １・２ ６，０３０ ８，２３０ １２，１００ ２４，２００ 

フリース

ペース 

１ ６，０３０ ８，２３０ １２，１００ ２４，２００ 

２ ３，０１０ ４，１１０ ６，０３０ １２，１００ 

３ 小国町、白鷹町及び飯豊町の居住者が使用する場合は、市内居住者が使用

する場合に準ずる。 

４ 舞台面のみを使用する場合の使用料の基本となる額は、ホールの区分ごと

使用料の額に１００分の３０を乗じた額とする。 

５ 使用者が音楽、演芸会等で使用する場合において、使用前の準備、練習又

は使用後の片付けのみで使用するときの使用料は、基本使用料の額に１００

分の３０を乗じた額とする。 

６ ホワイエの使用料は、ホールを使用しない場合の料金とする。 

７ 使用時間がこの表に定める時間に満たない場合においても、時間計算は行

わない。 

８ 超過使用及び冷暖房の使用時間が１時間未満である場合又は使用時間に１
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時間未満の端数がある場合は、１時間に切り上げる。 

９ 「休日」とは国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）第３

条に規定する休日をいう。 

１０ 使用者が施設の使用に伴い使用する設備及び備品等の使用料は、その使

用単位ごとに、次の表に定める額を上限として別に規則で定める。 

単位：円 

種別 使用料 

舞台関係 ５，０００ 

照明関係 ３，０００ 

音響関係 ６，０００ 

その他 ６，０００ 
 


